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マザーテレサは、「愛の反対は
憎しみではなく、無関心である」
と話したそうです。「人権」を他
人事と考えず、ふだんから、まわ
りの人の心情を考えることを大
切にしたいものです。

「小さい子どもたちと遊ぼう」
10/18(土）  本郷児童センター

「ドリームフェスタ秋のサポーターに挑戦しよう」
10/26(日）　ドリームシアター岐阜

「科学の祭典  サポーターに挑戦しよう①②」　
10/25(土）26(日）　岐阜市科学館

「障がい者との交流Ⅱ」～学園のつどい～
11/9(日）  日野恵光学園

　岐阜市には、「岐阜市子どもの権利に関する条例」があります。
子どもの幸せのために、子どもの気持ちを大切にしながら、子ど
もの権利を守ることを目的としています。
　この条例には、皆さん自身も大切にしてほしいことが書かれて
います。
　もう一度、読み直してみませんか？

第15条 子どもは、自分に権利があることをきちんと知って、他の人にも同じ権利があるこ
とが分かり、お互いに 　　　　を大切にし合わなければなりません。
　２　子どもは、そのために（１）～（３）の役割を果たします。

（１）子どもは、自分の権利について学び、その権利を正しく使い、権利を守るよう
　　にします。
（２）子どもは、いじめや差別などをせず、また、いじめや差別がなくなるようにします。
（３）子どもは、地域の行事やボランティア活動などに進んで参加し、人々の権利を大切
　　にするまちづくりを大人といっしょに進めます。

地域で輝く中高生

岐阜市子どもの権利に関する条例

取材をしていると、中学生の皆さんの「来年も(卒業しても）また参加したい！」という声をよく耳にします。
体験したからこそわかる楽しさや地域の人とのつながり。次回も参加したくなりますよね。
だからこそ地域の役員の方に自分から伝えましょう！「来年も絶対誘ってください！」と。
きっとこの一言が地域とあなたのつながりを生むことになりますよ。

　放送・器具・景品などの係に分かれて、担当の
大人の方と協力しながら、それぞれの役割をしっ
かりと果たしていました。

　昨年も参加して楽しかっ
たので、今年も参加しまし
た。達成感もあるので今後
も続けていきたいです。
（長尾さん　加納中2年）

市民運動会 （10/5）

　加納東地域の小学生や幼児を集めてのミニ運
動会で、受付や招集、審判などの係に分かれて
STAFFとして参加しました。

　地域の役員の方が学校
放送で募集してくださった
ので、友達と相談して参加
しました。
（渡辺さん　加納中2年）

夢ふれあい事業 （10/5）

　吹奏楽部の生演奏で入場行進がスタート。そ
の他にも前日の打合せから当日の片付けまで48
名の中学生がSTAFFとして参加しました。

　去年まで小学生だったの
で、先輩の姿を見て参加し
たくなりました。初めての放
送係でとても緊張しました。
（大野さん　陽南中１年）

市民運動会 （10/12）

　60名を超えるたくさんの中学生のみなさんが、
放送・決勝審判・招集・器具・景品などの係に分
かれて大活躍でした。

　私たちは地域の皆さんに
守られています。お世話に
なっている方のためになれ
ばと思い参加しました。
（堀さん　陽南中3年）

市民運動会 （10/12）

　高校生も一緒になって、放送係を担当してい
ました。さわやかなアナウンスのおかげで明るい
雰囲気での運動会になりました。

　放送係を担当して4年目
になりました。今年は後輩
の中学生にも覚えてもらえ
るようにがんばりました。
（西原さん・河口さん　  　
岐阜総合学園高校2年）

市民運動会 （10/12）

　生徒会を中心としたみなさんが企画段階から
役員の方と一緒に運営に参加しています。「部活
対抗リレー」は盛り上がりますよ！

　地域行事への参加は生
徒会としても大切にしてい
ます。来年以降も引き継い
でいって欲しいです。
（今瀬さん　厚見中3年）

市民運動会 （10/12）

　中学生スタッフが大人の担当者と一緒に招集
係を担当しました。朝7時に打合せを始めたおか
げで、進行はバッチリでした。

　スタッフとして参加して
いる中学生を見て、その動
きのよさにびっくりしまし
た。来年も是非参加を！
（木田青少年育成市民会議

　奥村さん）

市民運動会 （10/12）

　夏イベントでの中学生の活躍を見て、体育振興
会から「運動会でもSTAFFとして参加して欲し
い！」との声がかかり20名が参加しました。

　今までの「大人ばかりの
運動会」という印象が、中学
生の参加で大きく雰囲気が
変わりました。ありがとう！

（方県体育振興会　
宮部会長さん）

市民運動会 （10/12）

　22あるコーナーのうち、8つのコーナー（呈茶
やクラフト、化石研きなど）のサポーターとして
小学生や地域の方とかかわりながら大活躍しま
した。
　日頃はあまり接していな
い小学生とふれあうのは結
構難しく感じました。でも、
これも勉強ですね。
（村田さん　長森南中3年）

夢生き生き文化フェスティバル （11/3）

 昨年は30名参加だった中学生が、今年は倍増
の61名参加となりました。各種団体の方から教
えていただいてだんご焼きなどに挑戦しました。

　友達に誘われて参加した
けど、やっぱり楽しい。だん
ごの焼き方もマスターでき
たので、来年も挑戦したい
です。
（中嶋さん　岐北中3年）

子どもふれあい祭 （11/1）

　ギターマンドリン部のみなさんが、公民館文化
サークル発表のオープニングとしてゲスト出演し
ました。大勢の聴衆の方を魅了していました。

　満足できる演奏ができま
した。こういう機会に地域
の方に聴いていただけるこ
とで励みになります。

（北川部長　　　　　
島中ギタマン部）

則武文化祭 （11/16）

　自分たちでアイディアを出し合って決めた「割
りばし鉄砲」のコーナーを担当し、小学生の子た
ちに遊び方を教えながら楽しく活動しました。

　去年インリーダーをやっ
ていたので、またこういう活
動に関われてうれしかった
です。
（徳永さん　岐阜西中1年）

子どもフェスティバル （11/15）

　27名の中学生のみなさんが、いくつかの遊び
のコーナー（輪投げ・フリースローなど）を担当し、
小学生や地域の方とのふれあいを楽しみました。

　勉強ばかりではなく、た
まにはこういった小さい子
を相手に遊ぶこともいい
なぁと感じました。
（八代さん　岐北中3年）

夢ふれあい広場 （10/19）

　地域の防災訓練の際に、水防団の方と一緒に
土のうづくりや土のうの積み上げを体験しまし
た。地域の方にもその姿を披露しました。

　3年ほど前から水防訓練
を体験してもらっています。
そうすることで防災意識が
より高まればと思います。
（厚見水防団長　脇田さん）

防災訓練 （11/9）

　体育館で手作りのゲームコーナーを10種類ほ
ど開設し、子ども会のみんなが楽しく参加できる
ようにがんばっていました。

　ボランティアでがんばる
中学生を見るとホッとしま
す。我が子にもこうなってほ
しいと思います。

（華陽子ども会役員　
田中さん）

華陽秋祭り （10/18）

　早朝より集まって打合せをした後に、PTAおや
じの会の方と一緒に餅つきコーナーを担当しま
した。

　いつもの休日は部活ばか
りだけど、初めてこういう活
動に参加して、意外に楽し
くてやりがいがありました。
（水上さん　青山中1年）

子どもフェスティバル （11/3）

いじめを見つけたら、どうしますか？先生や保護者の方に相談しましょう。
その他にも、相談できるところがあります。自分がいじめにあった時も同じです。

◎いじめ相談24(岐阜県総合教育センター） 　0120-740-070　058-274-0010(24時間受付）

いじめは、許されない行為です。勇気をもって行動しましょう。いじめは、許されない行為です。勇気をもって行動しましょう。いじめは、許されない行為です。勇気をもって行動しましょう。いじめは、許されない行為です。勇気をもって行動しましょう。いじめは、許されない行為です。勇気をもって行動しましょう。

　幼児や小学生と一緒に、折り紙やクラフト、屋
外遊びをしました。「小さい子を遊ばせることが
できた！」ことが自信になりました。

　700人を超す来場者を相手に、クラフトや遊
びを教えました。

　300～400人の来場者を相手に、科学実験や
体験をサポートをしました。

　福引きや輪投げコーナーを担当し、学園祭に
集まった皆さんと交流しました。

特集

守られていますか？あなたの人権
守っていますか？まわりの人の人権
協力：岐阜地方法務局　人権擁護課
　　　岐阜市市民参画部人権啓発センター
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条例を読んでみよう！

自分の権利と同じように、他の人の権利を大切にしようと
することで、あなたの権利は守られるのです。

1

あなたの人権感覚をチェック2

もしも、いじめを見つけたら！3
第4章「子どもがやらなくてはならないこと」を　　　　  にどんな言葉が
入るのかを考えながら、声に出して読みましょう。

の答えは、「相手の権利」です。

「子どもの人権110番」（岐阜地方法務局）
0120-007-110　月～金  8:30～17:15

「少年センターいじめ通報」
0120-43-1474　月～金  8:45～17:30
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長森南

黒野

則武

合渡

西郷 厚見

華陽 鷺山

茜部

加納東

加納西

三里

常磐

厚見

木田

方県

取材に行きます。お知らせ下さい。
☎266-5134へ

だれに対しても、わけへ
だてをすることなく、あ
いさつしている。

□ 「こんなこともわからな
いの？」とバカにした言

い方をしてい
ない。

□

「男子（女子）だから」
「女（男）のくせに」など
男女の役割を決めつけ
たりしない。

□ 「うざい」「きもい」「死
ね」など、相手を傷つけ
るような言葉を使わな
い。

□

まちがった答えや失敗を
冷やかしたりしない。

□

友だちがいて、うれしい
なと思ったことがある。

□ 「あなたは△△だからい
じめられる」という人に
「どんな理由があろうと

いじめは許し
てはいけない
よ」と言える。 

□ 携帯メールや掲示板な
どで友だちの悪口を書
いたりしない。

□

◯×△□
XYZ◎…

思ったこと、
悩んでいること、
相談したいことが
あれば、すぐに！
待っていますよ。

※少年センターでは、
　教育電話相談も
　受け付けています。
　0120-43-7830
　月～金 9：00～18：00

人権擁護委員
毛利 義雄さん

少年センターの相談員さん

じん けん

じん けん

じん   けん  かん   かく

じょうれい

あてはまる内容に
□を付けましょう。

「子どもの人権SOSミニレター」
による相談も受け付けています。


